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モ

議
案
第
五
十
四
号

主
徳
地
区
多
目
的
研
修
会
施
巌
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
徳
地
区
多
目
的
研
修
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い

r

て
'
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
土
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
宗
全
の

I

議
決
を
求
め
る
｡

将
和
五
十
九
年
六
月
十
四
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

松

　

　

村

　

　

喬

　

　

成

招
雲
拾
九
年
六
月
拾
五
日
　
原
寒
可
決
三
朝
町
親
金
蔵
長
名
魅
典
由



三
朝
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条
例
第
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三
着
地
区
多
目
的
研
修
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

(

日

　

的

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

仙

集
1
粂
　
こ
の
条
例
は
､
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
r
法
律
第
六
十
七
号
)
空
言
四
十
四
条
の
二
第
1

項
の
規
定
に
基
づ
き
･
'
三
番
地
区
多
目
的
研
修
会
施
設
の
設
定
及
び
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
設
　
雇
)

竺
妄
　
三
徳
地
区
の
農
林
業
の
撰
集
及
び
農
村
の
社
会
教
育
等
地
域
住
民
の
自
主
的
活
動
を
助
長
し
住
民

福
祉
の
向
上
を
は
か
る
拠
点
と
し
て
'
三
徳
地
区
多
目
的
研
修
会
施
設
(
以
下
｢
研
修
会
施
設
｣
と
い
う
｡
)

を
次
の
と
お
り
設
骨
す
る
｡
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三
朝
町
大
字
片
柴
九
百
拾
参
番
地



(
運
営
事
義
金
)

東
三
条
　
研
修
会
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
'
町
長
の
藤
間
蔑
閑
と
し
て
'
三
着
地
区
多

目
的
研
修
会
施
設
運
営
者
義
金
(
以
下
｢
事
覇
会
｣
と
い
う
｡
)
　
を
置
く
｡

･
1
.
事
議
会
は
'
委
員
十
人
五
内
を
も
っ
て
組
織
L
t
次
の
各
号
に
絡
げ
る
者
の
.
う
ち
か
ら
､
町
長
が
委
嘱

す
る
｡

一
　
町
議
会
義
貞

二
　
農
業
委
員
会
重
点

三
　
町
敦
･
育
委
員
会
委
員

四
　
農
業
協
同
組
合
理
事

五
　
地
区
農
林
業
者

二
　
人

一

人

一

人

一

人

五
　
人

.
)
　
委
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
｡
た
だ
し
'
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
'
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
｣
｡

(
使
用
の
東
認
)

集
四
条
　
研
修
会
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
'
町
長
の
東
語
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
使
用
料
)

集
五
条
　
研
修
会
施
設
の
使
用
料
は
'
無
料
と
す
る
｡
た
だ
し
'
営
利
を
伴
う
行
為
等
町
長
が
別
に
定
め
る
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目
的
外
の
使
用
に
つ
い
て
は
'
別
表
に
定
め
る
使
用
料
を
徴
収
す
る
｡

･
7
 
`
使
用
料
は
'
-
使
用
を
乗
寮
す
る
と
き
に
徴
収
す
･
る
｡

j
　
す
で
に
納
入
さ
れ
た
使
用
料
は
返
遺
し
な
い
｡
た
だ
し
'
町
長
が
必
要
と
落
め
る
膚
合
は
､
そ
の
全
額

又
は
1
部
を
返
遭
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
使
用
の
制
限
)

第
六
粂
　
町
長
は
､
次
の
各
号
に
鼓
当
す
る
者
に
対
し
て
は
'
研
修
会
施
設
の
入
場
及
び
使
用
を
東
諌
し
な

い
｡]

　
公
共
の
秩
序
若
し
ぐ
は
風
俗
を
み
だ
t
L
又
は
公
益
を
草
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
藩
め
ら
れ
る
孝

二
　
′
そ
の
他
不
適
当
と
認
め
る
者

(
規
肝
へ
の
萎
任
)

第
七
粂
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
研
修
会
施
設
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
は
'
規
則
で

定
め
る
｡
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則

こ
の
条
例
は
'
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ち
施
行
す
√
る
｡



別表(集∫粂関係)

三徳地区多目的研修会施設使用料

備　考

/基本使用料は･許可使用時間ゲ時間までの額をいう｡

(i)展闇料金は･午即時30分から午後5時までとする｡

(2)夜間料金は､午後∫時から午後′♂時までとする｡

2　追加使用料は･使用時闇を超えて使用した時間′時間当たり

の琴をいうoただし､ ′時間未満の端数を生じたときは.その

癖数を′時間として計算する｡.

3　特別料金は･酒類･の持込みをしたときに徴収する｡


